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１ 開催日時  平成 14年 11月 9日 １０：００～２０：３０ 
 
２ 参加委員  委員長 John Doerr 
        委員  Eva Andersson, Pierro Occhetto, 鈴木明善 
        欠席者 Neven Baran, Charles Cook, Henry Menin,  
            Marianne Middelthon, David Pelling,Jan Stage(America’s  
                        Cup アンパイアのため） Zvi Ziblat 
 
３ 議事 
（１） 前回 2001年 11月会議議事承認 
 
（２） インターナショナルアンパイア（IU）申請審査   非公開 

28名の申請者に対して 4時間をかけてじっくりと審査を行った。 
更新     19名申請で 1８名推薦（但し内 5名は本年中に更新試験にパスす     
       ること） 
      * 日本からの申請者 鈴木明善は総会期間中に受験し、９０％以上 
       の正解率でパス 
新規     9名申請で 8名推薦(内鈴木以外の 4名は本年中に試験にパスする 
       ことが条件） 
更新辞退   5名辞退 
 
IUの総計は 104名となり 日本人 IUは石井正行氏、青山篤氏、鈴木明善です。 
*審査のポイント  海上でのパフォーマンスにおいてポジショニング、正確な 
        コール、感情的にならないことが重要 
        筆記試験は現在７６点以上がパスとなっているが、今後 IUの 
        グレード分けの際、高得点がポイントとなる模様。 
 

 



 
  （３）IU試験         非公開 

(a)新試験問題を 2003年 4月までに準備する。 
    （b）2002年に試験を受けた候補者の結果についての討議 
      受験生から「いわゆる”引っ掛け問題“が多すぎる」「試験の質問は実際の場面 
      からかけ離れている。」「誤解を生む英文になっている。」などの意見があった。 
    （c）IU試験に関する Submission（提案）について 
      004-02P(ESPより提案)………  拒絶 

   014-02P(Exec Comより)……..   推奨 
 

 （４）セミナーとクリニック 
   (a)2002年セミナーとクリニックプログラムのレビュー 
   (b)ISAFのセミナーに参加するための前提条件….各国においてナショナルアンパ         
    イア制度の確立が条件……..現在 IUセミナーを国内のアンパイア育成に利用し 
    ているところが多すぎる。 
   (c)2003年スケジュール 
      IUセミナー  NZL 
      IUクリニック IND 
      IUインストラクターセミナー  GBR 

z 残念ながらアジアからはインストラクターに推挙なし 
   
  （５）IU行動評価 
    （a）従来の行動評価表（アンパイアマニュアルの最終ページ）の一部見直し 
    （b）2003年 ISAF/IUSCのMEETINGにおいて IU インストラクターセミナー 
       の結果をふまえて見直すこと。 
 
  （６）IUの REPORT FORM (報告書式) 
     (a)本年かなり改善されたが、「GENERAL COMMENT欄」の更なる工夫が必要 
     (b)Paul Pascoe により開発された IU・IJ・IROをファイリングするための 
      大会データベースの開発に関する提案……………推奨 
 
  （７）国際大会でのレースオフィシャルの任命 
     以下の submission(提案)を検討した。 

(a) 規定 18.12.2に関する Exe Commからの提案 021-02P………推奨 
(b) 規定 18.12.3に関する  〃        022-02P………..推奨 
(c) 規定 18.12.3に関する Exe Commからの提案 023-03P………推奨 



                      (但し 2年以内に見直すこと) 
(d) 規定 18.12.3に関する    〃      024-02P……….推奨 
(e) Exe Comm からの提案 082－02P…………………………… 推奨しない 
(f) 規定３３に関する会長からの提案 083-02P …………………..推奨 
           規則４２を尊重する姿勢を堅持…..スポーツマンシップ 
 

 
  （８）IUの管理 
      以下の submission(提案)について議論した。 

(a) IUと IJの資格試験にコンピュータグラフィックの活用 
    (財)日本セーリング連盟と韓国セーリング連盟からの提案…..推奨 
   *日本からの提案のせいかすんなりと推奨となった。 
(b) ISAF セミナーとクリニックについての標準要件に関する地域競技委員長か 
  らの Submission085-02P     ……………………………条件付で推奨 
(c)ＩＵ筆記試験を廃止するための規定 34.5の改正に関する全ロシアヨット連盟 
からの Submission088-02P  ………………………………推奨しない 

(d) 「オンザウオーター」を｢行動｣に代えるための規定 34.6(c)の改正に関する 
レースオフィシャルズ委員長の Submission089-02P……推奨 
 

   （９）主要な大会での規則の遵守 
     (a) Submission090A-02P     ………………………………….推奨 
     (b) Submission090B-02P       ……………………………….推奨しない 
 
    (10) IU間での意思疎通について意見交換……….1年間に 3回 IU NEWSLETTER 
     を発行することとした。 
 
    (11) その他 
     スエーデンセーリング連盟からの Call Book MR10についての Submission 

97-02 ……………………………………………….推奨 
 
                                      以上 


